
天

正

卜

八

年

五

月

日

筑

前

守

某
件
の
趣
、
御
腕
図
以
後
体
=
開
之
-
頗
競
笠
群
止
、

配
位
者
也
。

一
、
柴
負
へ
る
山
人
を
見
て

十
目
。
路
次
陀

τ山
人
の
柴
負
ひ
っ
ピ
け
た
る
を
み
て
。

可
制
小
説
程
四
十

例
鯉
開
閉

遂
其
お
を
得

布
保
々
任
=
御
朱
印
之
国
同
一
竪
令
停
止
施
。
浩
於
注
犯
之
族
者
、
乍

可
v

被
ν

庵
=
絞
科
-
之
由
。
依
仰
執
蓮
如
件
。

辞
遊
=
御
覧
-
旨
被
一
-仰
出
↓
則
叉
六
郎
総
取
之
、
於
ζ

本
庄
-上
ν
之
候
庭
、

御
殺
判
無
紛
の
由
頗
有
御
感
、
以
御
自
悠
御
お
留
、
本
紙
は
彼
沙
門

陀一被
ν
反
=
下
之
↓
右
今
度
入
御
党
候
旨
趣
、
品
目
以
外
之
願
無
之
候
。
頓

て
於
江
戸
間
帳
仕
候
陀
付
、
共
飾
此
設
判
篤
-
一什
物
-
可
ν
出
v
之
、
か
桜

の
俄
苦
ケ
間
数
候
哉
、
推
て
仕
候
段
相
陣
候
由
。
此
僚
蛙
…
御
構
候
問
、

可
ν

需
=
勝
手
-
の
回
目
叉
六
郎
可
相
越
の
由
。

右
制
札
之
内川

一
放
火
之
事

一
非
分
之
儀
申
臨
跡
事

世す先
手
1!I flilJ 
努
濫
妨
狼
鮒

七
六

山同
年
変
許
以
外
は
や
り
病
症
に
て
、
死
去
の
者
多
候
。
共
地
間
前

陀
相
聞
候
。
此
以
前
の
風
筑
紫
方
を
以
勲
v
治
鉢
の
由
陀
候
僚
、
諸

五

一
昨
夜
到
来
の
由
巾
附
候
。
然
共
於
州
市
'M
拝
見
共
恐
有
之
州
、
昨
日

出
仕
よ
り
退
下
、
よ
下
橋
別
の
間
拝
見
の
所
、
御
直
判
川
県
紛
、
殊
に

御
領
内
の
銃
病
筑
療
養
の
帯
、
灘
有
御
息
慈
の
趣
也
。
於
指
数
十
年
之

今
回
不
般
に
落
乎
、
御
仁
惑
の
僚
出
ア
存
知
-
候
事
、
恭
且
不
堪
感
悦
、
則

巾
術
部
。
御
山
首
の
趣
如
左
。

武

蔵

闘

也

生

報

恩

寺

け
る
を
見
て
。

礁
を
ま
つ
柴
屋
の
の
き
の
梅
が
校
陀
花
と
も
見
え
て
降
れ
る
白
雲

此
一
盟
議
谷
一
足
助
太
郎
告
一
耳
。
前
々
よ
り
瓜
生
源
丞
臨
へ
川
入
仕

来
候
。
先
日
被
申
上
候
は
、
中
納
言
桜
仰
也
教
所
持
古
都
候
。
御
先
組

隼
人
殿
へ
紋
成
下
候
仰
相
官
陀
候
此
師
、可
相
般
か
の
由
花
候
。
依
之
拝
見

の
上
腿
=
共
趣
一
可
ν
致
=
所
望
-
の
僚
、
先
づ
其
由
可
申
の
由
申
合
の
所
、

思
ひ
や
れ
夜
ヰ
陀
朝
陀
松
岡
山
の
ゐ
と
さ
へ
絶
え
て
雲
の
ふ
る
さ
と

、
前
回
利
長
よ
り
お
巻
隼
人
へ
の
誌

十
一
日
。
制
月
亭
よ
り
松
岡
山
亭
の
軒
の
梅
陀
、
雲
の
降
り
か
L
り

刈
置
し
し
ば
し
の
世
を
や
波
ら
ん
と
等
踏
分
け
て
山
内
づ
る
や
ま
人

大
森
始
治
せ
う
モ
と
の
返
し
陀
。

E 獄腕 +E 建報号ー州思キ告書2 E 共、 Z一 -ヨ一草E れF 士一Eー h で覧 十t-戸ま
七 つの消 日 ば 日間れえ 。安山楽ち
a '* ，庭て 。のはつ。二つ吉戸

。 今もの苔の答降且月る 首るけり室山 のる

御今度古本事後 芝の楠 恨の重 を 初夜<<r-小姓組目= の日生級ものる かの ちり雲除雲
株訴主は主陀 Z紅FEc 。 つま の。 の

ちう らよ 山 の H寺
しりづ や散ひ のた雨も

笠 つつまま に 端え
nn 零白 も ねぜ 〈 主れII み nn l!A. 
叉 るばて t tbt よば
六行の業孫ま 軒け て ぜ り じ

の 2り11 端はふ し Z務E ば 干切 な
節 干散ilJ れぐ 雲 2L 「昔

はばえ が のし E
てらあむ し上 ろ返

頭 後んは朝今容 の見 陀 見ゆ
同 つの 跡え れム の
越州 の 雲Zのあ のし 。 け

タぞ初ゆ さ 山月 る 咋 し
報生かふる 瓜 かか 雲白 日 き

げ き ぜげ まを

右於本庄 皮干l'相絞制 勢濫1dJ l亡成、桜-候IHlE E久一九 の 御は 、四、 恐乍

健、 翌象 八目 、 に 、 成候1 御大A年 八年喜 、盟 書上

叉中 ユ{日ε 報ー

六御華 益ki義主恩等の箇共目岡、 i 2 f 
空 管望韓生 書乏 は λ 古相 日
り ヰ盟f<、 趣市 候下故、御寄Jは百 、殊の王苛城武州・ 小州間 願報ミ山恩年

iE 会位上里 大御の E 建

喜門 撃1証i最善"聖て書iEn刻p 苦肱
温 候奉存。 子J村"1立ヨ御候故康 の 、 室後助

件a商 普 以t i 4冷 有z都JIJt事 i大家会 モ日字

ーF 就共今迄室御禁』AEE軍昔報恩寺 御今予 型:

可
観
小
説
容
四
十

七
六
回




